
2令和 2年 11月号

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会

計
、
14
の
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
、
4
つ
の
財

産
区
特
別
会
計
の
決
算
の

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
１
１
６
億
８

２
２
２
万
円
、
歳
出
が
１

１
２
億
６
５
３
９
万
円
と

な
り
、
令
和
２
年
度
へ
の

繰
越
事
業
の
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
は
３
億

５
７
４
５
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
附
受
付
サ

イ
ト
を
複
数
設
置
す
る
な

ど
推
進
を
図
っ
た
結
果
、

過
去
最
高
額
の
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
を
受
け
取
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
そ
の
財
源
を
元

手
に
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
あ

る
施
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

■歳入の説明

　歳入決算額は116億8222万円で、

前年度と比べて3.1%の増となっ

ています。畜産・酪農収益強化整

備等特別対策事業を実施したこと

による県支出金の増加が主な要因

となっています。

　歳入全体に対する町税など自主

財源の割合は、昨年度から1.8ポ

イント増え、29.5％となりました。

これは、ふるさと応援寄附金が昨

年度と比べ1億4721万円、55.6ポ

イント増の4億1214万円となった

ことが主な要因となっています

（H30の災害分を除く）。

　今後もふるさと応援寄附金の獲

得を進め、魅力ある施策の財源と

して活用していきます。

土木費

道路・住宅整備な

どに要する経費

7億1603万円

衛生費

ごみ、し尿、病気

予防などに要する

経費

6億6695万円

商工費

商工業振興、観光

振興などに要する

経費

2億1283万円

消防費

消防・防災対策に

要する経費

3億6493万円

その他

災害復旧費、議会

運営などに要する

経費

2億2167万円

地方交付税

48億1659万円

(41.2％)

依存財源

70.5％

自主財源

29.5％

町債

7億4730万円

(6.4％)

県支出金

16億292万円

(13.7％)

国庫支出金

6億398万円

(5.2％)

各種譲与税及び

交付金

4億5829万円(4.0％)

町税

16億3476万円

(14.0％)

繰越金

7億2824万円

(6.2％)

寄附金

4億1679万円

(3.6％)

その他（使用料及び手数料など）

6億7335万円(5.7％)

一般会計歳入 歳入合計 117億円

令和元年度

大 山 町 決 算 の 状 況


